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通期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2025年11月11日に公表いたしました2026年３月期（2025年４月１日～2026年３月31日）の連結業績予想値と

本日公表の実績値につきまして、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。 

記 

 

 

１．2026 年３月期連結業績予想値と実績値との差異（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

44,600 

百万円 

2,970 

百万円 

3,250 

百万円 

2,090 

円 銭 

727.71 

実績値（Ｂ） 45,289 3,905 4,193 2,693 939.35 

増 減 額（Ｂ-Ａ） 689 935 943 603  

増 減 率（％） 1.5 31.5 29.0 28.9  

（ご参考）前期実績 

（2025 年３月期） 
43,954 2,995 3,253 1,998 679.15 

 

２．差異が生じた理由 

2026 年３月期の連結業績につきましては、全体としては弱含みで推移したものの、自動車部門におい 

   て国内で一部顧客による車両増産が見られました。さらに、アセアン市場では、インドネシアの政策に 

関連した車両増産に加え、中東情勢の不安定化による海上輸送の混乱を想定した追加受注が発生したこ 

とから、売上高は増加いたしました。 

損益面につきましては、売上の増加に加え、グループ全体で徹底した費用抑制および原価低減活動を 

   進めるとともに、高止まりするエネルギー費やインフレ、労務費の高騰によるコスト増についても計画 

的に価格転嫁を実施いたしました。また、一部で収益性の高い製品の取り扱いが増えたこともあり、こ 

れらの結果、各段階利益はいずれも予想を上回り、前期比でも増益となりました。 

 

以 上 


